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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血管から閉塞物を除去するための装置であって：
　カテーテル；及び
　前記カテーテルの遠位端部に結合されるカッタアセンブリ；を有し、
　前記カッタアセンブリは、螺旋溝部を有するカッタを有し、前記カッタは、近位カッタ
及び遠位カッタを有し、
　前記カッタアセンブリはさらに、ガイドワイヤ管腔、及びポートを有し、前記ポートは
、前記ガイドワイヤ管腔から前記カッタの外側表面に延びる開口を有し、
　前記ポートは、前記ガイドワイヤ管腔に入った閉塞物を、入った後に前記カッタアセン
ブリによって再び捕えられるように出すための開口ポートであり、
　前記近位カッタは、前記遠位カッタの中心管腔内に嵌合するように構成されるステムを
有し、
　前記ポートは、前記近位カッタの前記ステムに位置する、
　装置。
【請求項２】
　前記ポートは、前記ステムの断面積の５０％未満の断面積を有する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記近位カッタの前記ステムの第１の部分が、前記遠位カッタによって覆われ、前記近
位カッタの前記ステムの第２の部分が、前記遠位カッタによって露出され、前記ポートは
、前記遠位カッタによって露出される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記近位カッタの前記ステムの第１の部分が、前記遠位カッタによって覆われ、前記近
位カッタの前記ステムの第２の部分が、前記遠位カッタによって露出され、前記ポートは
、前記遠位カッタによって覆われ、
　前記遠位カッタに第２のポートをさらに有し、前記近位カッタの前記ステムの前記ポー
ト及び前記第２のポートは、前記カッタアセンブリの前記中心管腔から前記近位カッタ及
び前記遠位カッタを通る連続開口を形成する、
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　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ポートは、前記中心管腔から前記カッタの前記外側表面に近位に角度を付けられる
、
　請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ポートの断面積は、前記中心管腔から前記カッタの前記外側表面に増加する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記カッタアセンブリは、カッタハウジングを有し、前記近位カッタは少なくとも部分
的に前記ハウジング内に収容される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記カッタアセンブリは、２段階切断動作を提供し、動作中前記遠位カッタは閉塞物を
切削し且つ前記閉塞物を前記近位カッタに運搬し、前記近位カッタは前記閉塞物をより小
さい粒子に切削又は分解する、
　請求項７に記載の装置。
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